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段階１ 段階２ 段階３ 段階４ 段階５ 段階６
7％ 46％ ９％ 35％ 3％ 0％
段階１ 段階２ 段階３ 段階４ 段階５ 段階６
5％ 37％ 10％ 39％ 9％ 0％
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Preliminary Diagonosisi about Students’ Morality Development.
From the Results of an Investigation of Levels to “Moral Dilemma”
Sakakibara, Hiromi*
　本稿は、筆者の担当する保育内容指導法「人間関係」の授業で幼児の道徳性の芽生
えに対する援助について学ぶ前の段階における学生たちの道徳性の発達段階に関して
の予備的診断を行うことを課題とし実践した結果をまとめたものである。
　その方法として、道徳性の発達段階を診断することのできるコールバーグの有名な
モラルジレンマに対する課題である「ハインツのジレンマ」を用いてワークに取り組
ませた。
　本稿ではまず、幼児の道徳性の発達に対する保育者のあり方の重要性について確認
したうえで、コールバーグ理論とモラルジレンマ教材について紹介し、授業で行った
学生の診断とその内容についての分析から今後の指導に対する課題や留意点などにつ
いて考察した。
　その結果、診断前に期待された成人に一般的にみられる慣習的水準に関しては個人
レベルでは半数に達していないがグループ討議を経ることでその割合は多少とも上昇
し、学生自身の人間関係力を高めるという課題意識からのグループでの活動には一定
程度の効果がみられることがわかった。
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